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３ 要旨

現地の一部キュウリ生産者では、キュウリホモプシス根腐病の発病抑制効果を目的に、作付け前のほ場に溝を堀り、

稲わらや発酵資材等を埋め込み地温を上げる栽培方法を行っているが、その効果については不明な点が多い。

そこで、今回は現地栽培法（以下、「踏み床処理」という。）の根部への直接的な防除効果を検討した。その結果、根部

の本病に対する発病抑制効果を確認することができなかった。

(1) 踏み床処理区は、畝立て前に、深さ30cmの溝を掘り、切わらを敷いた後、散水した。切わらの上にカルスNC-

R、アーゼロンC、ヒューマス、硫安、米ぬかを均一に散布し、埋め戻した後、畦立て、マルチ被覆を行った。また、

クロルピクリン錠剤区はマルチ畦内処理を行い、無処理区は定植時までマルチ被覆を行わなかった。

(2) 踏み床処理区の根部の発病については防除価が０となり、防除効果が認められなかった（表１）。

(3) 10cm平均地温、20cm平均地温ともに踏み床処理区がクロルピクリン錠剤区よりもわずかに高かった（図１）。ま

た、10ｃｍ最高地温は踏み床処理区、クロルピクリン錠剤区ともに一時的に38℃（目標地温）を超えたが、これに

よる防除効果は認められなかった。

(4) 酸化還元電位は、踏み床処理区が無処理区よりも低いものの、防除効果が期待できる還元状態にはならなか

った（表２）。
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表１ 踏み床処理による根の発病度

図１ 各区の地温推移（深さ20cm）

表２ 踏み床処理区、無処理区の酸化還元電位

写真 踏み床処理状況
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踏み床処理（20cm）

ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ錠剤（20cm）

無処理（20cm）
平均値（mV） 最高値（mV） 最低値（mV）

踏み床処理 335 389 309
無処理 515 533 475

発病株割合（％） 発病度 防除価
踏み床処理 100 67.9 0
クロルピクリン錠剤 86 21.5 60
無処理 100 53.6


